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友人を大切にしましょう
ガバナー 飯田 祥雄

3月 6日 には山梨県地場産業センターにて、 今年度の米山記念奨
学生奨学期間終了式が開催されました。今月で奨学期間が終了する

人達が静岡・山梨の各地から集まりました。

私は、その時に終了証をお渡しする役目を担当しましたので、皆さん

が元気に人生の目的に向かつて前進する気持を感ずることができて、

大変に嬉しく思いました。

その時にRI第 2620地区米山記念学友会の顧壽智会長も出席してくれましたので、皆様が連絡をしながら友人の

交りを育てている事を確認できて大変心強く思いました。

ロータリークラブは信じ合うことのできる友人の集まりであり、助け合い、励まし合つて社会活動を進める人の集まり

だと思います。現役奨学生の期間では、世話クラブのカウンセラーの人達が、細やかな対応で皆さんを導いてくれまし

たね。ロータリーで培われた人と人との温かいつながりをベースに、これからは学友会で多くの友人を得て、皆さんの

人生を潤いのあるものして下さい。

そして、一歩も二歩も前に出て、日本で沢山の友人と仲良くなつて下さい。友人の多い暮しは、明るく、楽しく、安心し

て人生の目標に向つて励むことができます。

皆様の人生が豊かな、楽しい人生である様に祈つています。



会 長 挨 拶

RI第 2620地区米山記念学友会 会長 i頭 寿智

会長を拝命いたしました顧寿智と申します。この学友会の発展のため全力で頑張ります。会員各位におかれまして

も、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

国際ロータリー第2620地区米山記念奨学生学友会は米山奨学期間を終了した学友と現役の奨学生が集い、情報

交換や親睦を深め、国際交流と親善および世界平和の創造と維持に貢献することを目的に2009年 3月 1日 設立しまし

た。その後、学友会役員により、年間事業計画を組み立て、7月 12日 、米山梅吉記念館にて勝山國太郎PGをはじめ長ク

保地区幹事、坂本米山奨学委員長ほか地区役員、米山奨学会委員等多数のご臨席を賜り、地区米山記念奨学生学友

会2009年第 1期通常総会を開催しました。今年度具体的な学友会事業例として、9月 26～ 27日 に、懇親会および富士山

清掃奉仕作業を実行しました。10月 25日 に、静岡西ロータリークラブの皆様と一緒に大谷崩れにて記念植樹のローリー

活動を参加しました。2010年 3月 現在の会員数は103名 (正会員40名 、準会員21名 、特別会員42名 )です。

我々理事・役員はこの会のために、設立総会以来、米山記念奨学委員会のご指導のもとで、ロータリーの「奉仕の精

神」に基づき、誠意をもって行動し本日に至りました。この会の目的を達成するため、皆様と力を合わせて、楽しく活動す

憫 晰.EL靱 鬱勒扮躇 議馘 咤籟 螂 鸞

RI第2620地区米山記念学友会によせて

ることはこの会の基本運営方針でもあります。

今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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邊 富夫

静岡県と山梨県を地域とする国際ロータリー第2620地区は日本の象徴的な名山であります富士山を囲み、日本で覇

初のロータリークラブ創立に貢献した米山梅吉翁ゆかりの地であります。そのRI第 2620地区に米山記念奨学生学友会

が2009年 3月 1日 に発足して1年が経過しました。私もその記念すべき創立総会に立ち会うことができたことは幸せで罵

この1年間、学友会創立会員の皆さんと共に会の運営に携わらせていただき感じたことは、学友会の活動が米山梅吉

の遺徳を記念して発足した米山記念奨学事業の目的であります「国際親善と交流を深めて、相互理解に努め、世界平れ

の倉1造と維持に貢献する」という趣旨に、まさしく沿つた活動であると強く感じました。

雄大な富士山にたとえれば、静岡県と山梨県に大きく裾野を広げる富士山の裾野は、まさしく学友たちの交流や親睦

により、その友愛の輪が大きく広がる学友会の活動であります。そして親睦から育まれた相互理解により、志を高めて

国際親善、社会奉仕、国際奉仕へと発展していき、富士山の頂上であります世界平和の創造へと続いていきます。

また、2010年 3月 6日 に開催しました米山記念奨学生期間終了式に勝山アドバイザーが祝辞の中でお話しされましたカ

ロータリーの哲学と言われて、米山梅吉翁も若い人たちによく言つていた言葉に「最もよく奉仕する者、最も多く報いられ

る」というものがあります。これは日本のたとえであります「情け(なさけ)は人の為(ため)ならず」と同意語だと思います。保

けは(奉仕活動をすることは)人の為ならず (他人のためにすることでなく、自分のためにすることだ)まさしく奉仕活動は

自分磨きのためにすることであると、日一タリーでは考えられております。

学友会の創立総会に向けた準備をしていた1年前、学友会の役員組織を形成するために、電話にて学友の皆さんに

役員なっていただきたい旨をお話しすると、どの方も「私でお役に立てるなら」と快く引き受けていただきました。そのとき

に、皆さんの奉仕に対する積極的な姿勢に感心すると共に、これで素晴らしい学友会ができると確信いたしました。文化

の違ういろいろな国の人たちと交流し、相互理解を深めることは、自分を磨くよい機会であります。回一タリーの基本方針

であります「奉仕の機会として知り合いを広めること」そして「奉仕の理想に結ばれた、世界的親交によつて、国際間の理

解と親善と平和を推進すること」このロータリー哲学は、まさしく米山記念学友会の活動に通じています。

私は、自分磨きの修行をかねて、RI第 2620地区米山記念学友会の更なる発展を願い、特別会員としてこれからも学

友会を応援していきます。



学友会の皆さん、こんにちは

私は、2008～ 2009年度の米山記念奨学委員会の委員長を務めました、小野毅と申します。所属は三島RCで、米山梅

吉記念館の近くに居ます。

さて、昨年(2009年 )の 3月 1日 (日 )は第2620地区に米山記念奨学会口学友会が誕生した日です、あれから1年の歳

月が経ちました、ここに学友会の会報の倉1刊号が発行されることになりましたことは大変な喜びであります。思い起こ

せば、私が同委員長に就任したその年、11月 号の「ロータリーの友」を何気なく読んでおりましたら、“よねやまだより"

欄がありまして、ら、と目にした記事に驚いたのです、それは7月 、青森の第2830地区に学友会が結成されたというもの

でした。

実は、長い間学友会の結成されていない地区が全国で3カ所ありまして、我が2620地区もその一つでした。勿論、以

前から、「一刻も早く立ち上げよう」という気運はあつたのですが、歴代の委員会の皆さんや米山記念奨学生OB、 OGの

方々になかなか、もう一歩の踏ん切りが付かなかつたようでした。そんなことで、小生が就任した年も結成の話は上るも

のの、具体的な進展はみられず、ずるずると先送りになつておりました。

ところが、その記事を目にして「これはいかん I米山梅吉翁のお膝元の地区がいつまでも結成しないばかりか、最後

の地区になっては、大変なことになる」との非常な危機感を募らせたことが会結成の大きな原動力になりました。それか

らは、皆さん方もご承知の通り、米山記念奨学会事業の行事日程に併せて、準備委員会を矢継ぎ早に開催し、設立総

会を開催するまでに至りました。

設立総会では、板橋敏雄米山記念奨学会理事長が「今回の貴学友会設立はゴルフでいうところの“ラスマイ"で“ブ

ービーメーカー"に値する、これにはそれなりの賞品が与えられることだが、貴会に与えられる価値ある賞品は学友会

の事務局が米山梅吉記念館のなかに設置されたことである」と祝つていただきました。

そして、最期の地区もその年のうちに結成の運びとなりましたことは、心からお祝いを申し上げますが、同時に大変

な安堵の心境を得たことに深い感謝の気持ちで満たされました。今や、国内、全地区に学友会組織は結成されたこと

はもちろんですが、海外にも数多く結成されましたことは、ますますの飛躍が望めます。

我が、第2620地区学友会が米山梅吉記念館を活動の拠点と位置づけ、全国・海外の学友会の交流の中心になられ

ますよう祈念しております。
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第一期通常総会

2009.7.12

学友会への思い出話
2008～ 2009年度 米山記念奨学委員会 委員長 J｀里予毅



富士山清掃活動及び親睦会 2009.9E27
山梨日日新聞 2009/10/3
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正会員名簿
平成 22年 4月 現在 40名

連番 氏名 氏名(カナ) 性別 国籍 現居住県 世話RC

1 篠原 暁恵 女 台湾 静岡 船橋西

2 廣 建志 男 台湾 静岡 浜松東

3 喩 虹 ユイ ホン 女 中国 静岡 清水東

4 児玉 信義 男 台湾 山梨 甲府北

5 顧 壽 智 グシュチ 男 中国 静岡 浜松

6 伊  紅 イ ホン 女 中国 山梨 一宮

7 崖 暁 冬 ツゥエ ンヽ ドン 女 中国 静岡 清水中央

8 念 新 民
ユィ シンミン 男 中国 静岡 藤枝南

9 顧 暁 明 ク
゛
―シャオミン 男 中国 静岡 豊橋北

10 登1  芳 リュウファン 女 中国 静岡 静岡日本平

郭 喜 碩 カクヒック 男 韓国 静岡 横浜南央

12 王 智 ワン チ
男 中国 静岡 二本松

13 上野 佳子 女 中国 静岡 東京臨海東

14 グェンゴク
バオリン

男 ベトナム 神奈川 浜松中

15 レズニーク,キリ
ルロボリソビッチ

男 ロシア連

芽F

静岡 静岡北

16 張  寧 チョウネイ 女 中国 静岡 浜松東

17 沈   商 シェンカ
゛
ン 男 中国 山梨 東京芝

18 呂 暁 雁
ロキ
｀
ョウカ
｀
ン

女 台湾 静岡 新井

19 趙 春 花 チョウシュンカ 女 中国 静岡 西那須野

20 馬  梅 フウメイ 女 中国 静岡 矢板

21 陳 興 華 チンコウカ 女 中国 静岡 パワー浜松

22 張   宇 チョウウ 男 中国 京都 甲府シティ

23 エリヤワ,ラシタ・

アサンカ
男 スリランカ 山梨 甲府南

24 洪 日 男 中国 静岡 浜松

25 ペレーラ・チヤリット 男 スリランカ 静岡 静岡日本平

26 楊  悦 ヨウエツ 女 中国 静岡 富士宮西

27 薬   飛 サイヒ
男 中国 静岡 せせらぎ三島

28 王 燕 芳 オウエンホウ 女 中国 静岡 浜松南

29 程 莉 莉 テイリリ 女 中国 中国 石和

30 応 霊 麗 オウレイレイ 女 中国 静岡 静岡西



連番 氏名 氏名(カナ ) 1生月」 国籍 現居住県 世話RC

31 鳥 日 図 男 中国 静岡 清水中央

32 ロハエティ,
スシンタニン

シー

女 インドネシア 静岡 静岡日本平

33 挑  波 男 中国 東京 甲府東

34 ヤント 男 インドネシア 静岡 掛りII

35 フィフィ・ア

フィヤンティ

女 インドネシア 静岡 静岡

36 朴 俊 範 ハ・クシ
・
ュンホ
｀
ン

男 韓国 韓国 三島西

37 周 何 東 シュウカトウ 男 中国 静岡 浜北伎倍

38 李   昂 リコウ 男 中国 愛知 甲府

39 グェン・ホンロ

フーン

男 ベトナム 山梨 甲斐

40 杜   震 トシン 男 中国 山梨 三島

みんなで歌いましょう
手に手つないでつくる友の輪

手に手 輪に輪

おお米山奨学生

編集後記

第一回目のRI第2620地区米山記念奨学生学友会の会報を
作成いたしました。皆様のご協力をありがとうございました。
来年もよりいい会報を作成できるように努力していきたいと思
います。
会報へのご意見や感想などがございましたら、米山学友会
ペレーラロチヤリットか王燕芳までお寄せください。
email
ペレーラ :Chattth@a―bex.com        ■ .
王燕芳 :wangyanfanttp@yah00.co.jp  . ■ft‐‐

手に手つないで

輪に輪つないでつくる友垣
ひろがれまわれ 一つ心に

おお米山奨学生

2010年 5月発行
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